
概 要

平成２９年１月２９日（日） 天気 晴れ

平成２７年９月の台風１８号による関東・東北豪雨で発生した堤防決壊を防ぐため、国土交通省では
「水防災意識社会再構築ビジョン」を策定し、ハード対策とソフト対策に取り組んでいます。今回、「危機
管理型ハード対策」「洪水を安全に流すためのハード対策」の実施区間がある柏原市にて、地元住民に
説明を行いました。

水防災意識社会再構築ビジョンの説明内容

～ 河川元気の取り組み ～
（水防災意識社会再構築ビジョン）

【問い合わせ先】
国土交通省 近畿地方整備局 大和川河川事務所 工務課
〒５８３－０００１ 大阪府藤井寺市川北３－８－３３
ＴＥＬ ０７２－９７１－１３８１

平成２９年１月
国土交通省 近畿地方整備局
大和川河川事務所

◆堤防決壊のメカニズムについて
◆過去の水害の紹介（平成25年台風18号、平成26年台風11号、平成27年関東・東北豪雨）
◆水防災意識社会再構築ビジョンの取り組みについて
◆住民ができる減災対策について

柏原市では「危機管理型ハード対策」の天端保護の工事が竣工し、「洪水を安全に流す
ためのハード対策」の国分市場地区の築堤工事を現在施工中です。身近な水防災意識
社会再構築ビジョンの工事を紹介をすることで興味をもって聞いていただきました。

◆目的 片山町・玉手第５区自主防災訓練
◆場所 柏原オーエンスアリーナ（大阪府柏原市玉手町２５－８０）
◆参加者 柏原市片山町・玉手第５区の地元住民約１００名

柏原市副市長、柏原市議員、柏原市危機管理課、柏原市消防団、
柏原羽曳野藤井寺消防組合消防本部

水防災ビジョンの説明を実施 若手職員による説明防災訓練（講話）の様子

片山地区の天端保護の説明 国分市場地区の築堤工事の説明


